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南極昭和基地における気象観測
プログラムと測器について＊

守田康太郎＊＊

　はしがき
　昭和37年2月以来閉鎖中であった南極昭和基地は，今

年1月，第7次観測隊によって再開され，気象観測をは

じめ各部門の観測は，2月1日から正式に開始された．

この機会に，我が国の南極地域観測将来計画および気象

部門としての諸問題について解説し，大方の御批判を仰

ぎ度いと思う．また，昭和基地再開に当って，新しく登

場した新型気象測器にっいても簡単に紹介したい．

　1．　我が国の南極地域観測の将来計画

　南極観測に関係する学術分野は，超高層物理学（極

光，宇宙線，電離層，地磁気，電波科学など），地学（雪

氷，地質，地形，地磁気，重力，地震など），気象学，海

洋学（地球化学を含む），および生物学（医学を含む）に

大別されるが，学術会議南極特別委員会は，南極観測の

長期計画として，再開後2～3年の間は，昭和基地にお

ける超高層物理学および生物学の研究に重点をおくこと

を決定した．一方，地学部門に関係した内陸調査は，再

開後たずちに予備的な調査に着手するが，本格的な調査

は，昭和基地の拡充強化をまって行なうこととし，将来

は，内陸奥地にもうひとつの観測所を設けて，全部門の

綜合研究を推進しようという構想である．

　これらの計画を実施するに際し，観測の仕事を，定常

的なものと，研究的なものとに分ける体制がとられるこ

とになった．前者は国際協力の一環として要請される基

本的，且っ義務的なものにしぽり，不変の組織と規模

で，準恒久的に行なう．後者は，いわば自由研究であっ

て，研究テーマと研究者を学界から公募し（実際には，

学術会議の各研究連絡委員会を通じて募る），個々のテー

マにつきある期間を限って重点的にとりあげる．、定時気

象観測，潮汐観測，地図作成などは，定常観測の代表的
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なものであり，電波雑音観測，物理気象観測などは研究

観測に属する．もちろん，定常と研究を分離し難い種類

のものも多く，研究観測といえども，その推移発展によ

っては定常化が必要になることも考えられ，両者の区分

は流動的なものである．

　多岐に亘る各種の観測を行なうには，昭和基地のスケ

ールがあまりにも小さいことが嘆かれる．第7次観測

（再開第1年次）においては18名の越冬が実現したが，

第8次以降，逐次施設を増強して最終的には30名程度を

収容し得る基地とすることになっている．

　2．　南極気象学に関するSCARの勧告

　SCARは，南極気象学の課題として次のように勧告し

ている．（第8回SCAR会議，1965年，勧告M・6に
よる）

　研究テーマ

　（1）南極地域の気候学および大気大循環

　（2）南極大陸および南半球の，大スケール気象現象の

　　性質と規模

　（3）中間圏，成層圏，対流圏の相互交換

　（4）南極大気の熱．と水分の収支，大気と雪氷および周

　　辺海洋との間の相互影響

　（5）南極大陸，特にその沿岸地域におけるメソスケー

　　ル気象現象

　研究を効果的に行うための方策

　（1）各観測所は，少くとも10ケ年間，観測を継続する

　　こと．

　（2）現存する観測網を維持するため，最善の努力を払

　　うこと．

　（3｝すべての観測隊（気象以外の研究を目的として編

　　成された越冬隊をも含む）は，正規の観測網を補な

　　うために，気象観測を行なうこと．

　各気象観測所が行なうべき観測項目

　（1）地上および高層のシノプティック観測

　（2）放射（放射ゾンデを含む）およびアルベドウの観

　　測
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　第1図　南極地域の気象観測網（昭和41年2月現在）
Meteorological　net　work　in　the　Antarctic（Feb．，1966）

　　　一，、i緩影幾

　　　郷薯・身，ζ滋、誉競三・、

σ御・「　　　　　／・・　　　　　　　　　〆！／　　．・斗

謹響9懲ts悟n纏．
｝ミ’　“｝・　ソ　　　　ー＼　　～・　・マ

残講三三三．≡；・．．
一…ヒ’●一逝。therSt乙ti。nヂ

ーづξ・・DauhterStati。譲

ミミ詳＞≒§ζ三糞葦暴、誤，
一ミよ二∫∫》s二・一3一一～…書‡ぎ一蔽　　　　、越
　　　一…一二≒．ミ蛮ミ：コ＝§葦≦罫　’
＃委・＝ここ二二i……ミ…馨翼韓
一＋・～一，一一一一一一＿＿…～τ三壽1…茎i婁二

　ラ　ヤ　　る
　　るノ、一Pret・ria’．’魂＼・ミ

ー
＞

、蓄黙彩ミll・懸、ノ、

　訴こ’・　　　　　・滋、！．　
　N＼　ぐス［ト、ン～臨’　．～
し・＼§ンぐ灘ミllノ

　　　≦馨よ藤i＞1繊藁

一
＼
＼こ　．＼麟い．・』渉．乞／

∫己ず＾

鰯

　　ぎ紀，緯・

N漁蚊腰

　κ　　曼　．

一7一レ　　　‘

　　髪ち一　針づ髪棄三一一　1
議茎…．多髪望－一～閉
、…妻…i………髪萎葦…目
　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

一　一一一　一　勢＿一芋……三三封　　　　　　　　　　　　　一　1．一一｝　｝一一三二＝ニ工二＝＿・一一一一一　　　　　　　　　　　　　　！一ニニニハ　　　　　　　　　　　ノ　　　　ノドき　モ　ロノノ

≧二一一一乏…4チ…警…・頚　　、、、－ψ・，ず　　　　う霧づ……萎妻髪萎　・蘇一

　　　　ズングケ　・亥・㌘空～F一
．、一z　　－－－－・分・ル！レ
ノノニろ　　イノ

髪蒙挙驚擁二・驚、i業…§

『　　，

一’ノ

ー－’

㌧
究

h　I　左Mawsqni……≡…束二
　　雪…§3……妻…
　　　　モラ　パヤ　おヨロ

　、縄聰嚢妻§一球、§
　　薄護馨ミミ救ミ3N＼＼孝．　　’、“●

　　　　　　　　　　……1

劣鍵灘箋嚢iii慧
　　　　　．・’《ミ蕊・S＼　1
　シ．　謙．、欝薬漆

、唱

　　　1』や！、

Wenin・nレ’！γ
　　，！、！「　．，　．

’一　レ　・浴瀦　’
　翫elb・讐meンX一

　　’三　．哩
　4　　　　　　，・ヲ毒
　！ヤ　　魂
　議　　　’　　　　　　　／．

　　第2図　南極地域の気象通信系
Meteorological　telecommunication　system

（3）微気候観測および雪氷温度垂直分布

（4）オゾソ観測（地上，垂直全量，および垂直分布）

（5）大気，降水および積雪の化学的観測（放射能を含

　む）
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　（6）ふぶきの観測，およびサスツ

　　ルギの方向，波長，形態の観測

　（7）降雪の形態学的研究

　（8）夜光雲および真珠母雲の観測

　なお，SCARに関係している12ケ

国は，IGY以来，南極地域で緊密

な協力活動を行って来たが，昭和41

年2月1日現在，南極地域で気象観

測を行っている基地は第1図のよう

に分布されている．図において，黒

丸は越冬観測を行う基地，白丸は夏

期のみ開設される基地である．また

大円は高層気観測を実施中の基地を

示す．各基地の観測結果は第2図の

ような気象通信系によって，メルボ

ルソのWWW中枢に集められて解析

に供せられる．

　4．昭和基地における気象観測計

　　画

　昭和基地の気象観測計画は，前述

のSCAR勧告のレベルから見ると，

残念ながら決して満足すべきものと

はいえない．最大の臨路は，観測人

員が少なすぎることであって，第7

次隊では，気象観測は定常と研究を

あわせて僅か3名にすぎない．小規

模の基地でありながら，総花的にあ

らゆる分野の観測を盛り込もうとす

る無理がた、っているのである．も

っとも，他国の中小規模の基地で

も，事情はほず同じであって，SCAR

勧告を完全に実施しているのは，マ

クマード（米），ミルニイ（米），ハ

レイ湾（英）などの大型基地のみで

ある．

　昭和基地では，苦しい人員の制約

のなかで，できるだけSCAR勧告

に忠実であるよう配慮しつ・，次の

ような観測を実施する計画である．

　（A）　定常観測

　地上気象観測は，気候観測および，定時気象通報が最

少限の要求であるが，同時にメソスケールの気象現象の

解析にも役立つよう考慮を払った．そのため，後に詳述

、天気”13．4．
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するような自動気象観測装置および印字装置を用いて，

主な要素の連続記録をとると共に，毎時値を印字記録す

るようになっている．たずし，雲および視程は目視観測

とし，00，06，12，18GMTの定時気象通報を行なう．

また，積雪は，基地周辺の数ケ所に雪尺を置ぎ，週1回

程度巡回して測定する．

　高層気象観測は，1日1回の観測を確保する．これに

使用するレーウィソゾソデは，南極用として新しく開発

されたRSL64型であって，感部はサーミスターおよ

び電気抵抗湿度計とし，周波数変調式ゾソデとした．レ

ーウィソ自動追跡機はオールトラソジスター式で追跡速

度を大きくした新型（D55B）のものである．

　観測時刻は，人手不足のため夜間作業を避けて12GMT

（現地地方時15時）とした．

　（B）　研究観測

　再開第1年次および2年次の気象部門研究観測は，気

象学の新しい問題として注目を集めているSTRATWA－

RM現象における南極の重要性にかんがみ，南極超高層

大気の熱的構造の研究をテーマとすることになった．南

極のSTRATWARM現象は，Wexlerが指摘したよう
に1），北極にくらべて，いっそう顕著である．南極成層

圏の周極渦動は，冬の暗黒期が終了するまで全く安定に

存在し成層圏の冷え込みが甚だしく，突然昇温は，太陽

再帰後（北極よりもおそい）強烈に起る．しかしPhi11－

potによれば，年毎の差異もまた大きいようである2）．

　昭和基地での観測計画としては，STRATWARM現

象をいっそう明確に把握し，その原因を追及することを

目的として，定常観測における高層観測を強化する一一

方，この現象の究明に最も大きな手がかりとなると思わ

れるオゾソに関する観測に重点をおくことになった．研

究担当者としては，この分野に造詣の深い清水正義氏が

選ばれ，ドブソソ2重分光計によるオゾソ垂直全量の測

定（晴天日に毎日3回），オゾソモニターによる地上量の

連続測定，およびオゾソゾンデによる垂直分布の直接測

定などが予定されている．現在まで南極地域でオゾン観

測を行っているのは，昭和基地の他には，南極点，およ

びハレイ湾のみであり，昭和基地での観測は貴重な資料

を提供するものと期待される．

　なお，第8次（再開第2年次）においては，同一テー

マの下に，重点を大気放射におき，地表から成層圏に至

るまでの放射平衡を明らかにする目的で，放射ゾソデお

よび露点ゾソデの飛揚，赤外線分光計によるH20およ

びCO2の垂直全量の測定，繋留気球による温度逆転層

1966年4月
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における熱フラックス測定，接地気層熱収支観測などが

計画されている．

　このような超高層大気の熱的構造の研究は，気象学上

の価値が大きいことはいうまでもないが，電離圏以上の

高さにおける電磁気現象一中間圏における光化学現象一

成層圏以下の気象現象を結びつけるための手がかりとし

て重要な意義をもつものと考えられる．超高層物理の立

場からは，極地は太陽活動に対する地球の「窓」と見倣

される重要な自然実験室であるから，太陽活動と気象の

間の物理的メカニズムの究明という大きな問題3）への第

一歩ということができる．この意味で，近い将来に実現

される予定の・ケットによる超高層物理および気象の観

測成果が期待される．

　（C）　将来の研究テーマ

　今後，南極でとりあげるべぎ諸間題としては，次のよ

うな事項が考えられる．

　雲および降水の物理：氷晶雲を地上で掴むことがでぎ

る極地は，雲物理の絶好の研究場所である．その上，人

工的汚染のほとんどない条件を備えているので，凝結心

核の間題についても，他に得難い場所である．

　カタバティク風の研究：南極沿岸特有のカタバティク

風．（斜面下降風）は，メソスケール気象学上，極めて興

味の深い現象であり，昭和基地は，この種の研究には有

利な地理的位置を占めている．

　空中電気の観測：汎地球的な空中電気観測の一環とし

て，従来，皆無に近かった南極地域での観測実施は，強

く要望されているところである．

　この他，気象観測は，雪氷学，地球化学，生物学，海

洋学などとも密接な関係があるので，それぞれの目的に

応じた特殊の観測，或は協力研究が必要である．また，

IGY以来，すでに10力年の南極気象データが蓄積され

て来たので，南極の気象が，北半球の気象，特に，赤道

収れん帯における台風の発生に，どのような関係を持つ

かを追究する調査研究に着手すべき時機であると思う．

日本の気象学にとって，直接的な問題でもあるから，今

後本格的に取組むことが望ましい．

　4．　昭和基地で使用中の新型気象測器

　南極観測再開に際し，昭和基地の気象測器は，南極の

特異な自然環境に適応させること，および，極度の手不

足に対処して自動化を図ることの，ふたつの要望をみた

すよう，全面的に更新を図った．このためには，国内気

象業務の習慣にとらわれることなく，WMO技術規定お

よび観測指針の許す範囲で，果敢に新しい計測技術を導
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　　　第3図　自動気象観測装置（MAMS）および印字装置（MAMP）の系統図

General　layout　of　the　Multiple　Automatic　Meteorographic　System（MAMS）and　the

Multiple　Automatic　Meteorological　Printer（MAMP）

入することを試みた．その結果，以下に述べるような新

型測器や施設が製作され，現在，昭和基地において実用

に供せられている．

　（A）　自動気象観測装置および印字装置

　雲，規程および積雪を除いた全気象要素を自動化し，

観測者は野帳を持って露場へ出る必要がなく，各種の較

正や計算はもとより，通報電文作成や，統計用の作表作

業をも不要ならしめるよう工夫されたものである．基本

的な構想としては，多目的（気候，通報，現象解析）の

要求に対して，感部は一要素一種類とし，中間処理過程

（電気回路）において所要の変換を行って，目的別の最

終結果を算出し，記録および印字させるものとした．記

録器は，同一規格の電子平衡型を用い，水晶時計からの

パルスで駆動されるので，要素間の相対的時刻誤差は皆

無であり，現象の解折には極めて好都合である．装置の

全体構成は第3図に示すとおりである．すなわち，屋外

には，風向風速計感部，気圧平衡装置，通風スクリーソ

（気温感部を収容），空気吸入口（露点検出用）および日

射計感部が置かれ，室内に気密恒温箱に収容された気圧

計感威部と，露点検出部が置かれている．各感部は，気

象要素の値に対応したアナ・・グ信号を発信し整流器，

12

平均化回路，各種補償回路，出力調整器等を経て，0～

10mVの電圧として9台の記録器に伝えられる．記録器

は，ペソの動きと連動する伝送スライドを内蔵し，11要

素について数値に比例した～0－5Vの電圧を発信し，

印字装置の走査器に送る．この場合，統計用と通報用の

表現が異なる要素については，同一記録器に2ケの伝送

スライドを抱かせ，それぞ池所要の単位に換算してあ

る．走査器で信号を所定の順序にならべた上，A／D変換

器によリディジタル量とし，さらに必要な4捨5入，桁

繰りあげ，或は表現変更などの計算回路を経た後，毎正

時に，タイフ。ライターに最終結果が印字される．印字

は，通報用が赤字で6要素（日時を含む），統計用が9要

素（日時を含む）となっている．この装置の詳細につい

ては，別途報告する予定であるから4），こ鼎こは，その

中で特に注目すべきもののみについて簡単に紹介するこ

ととする．

　風向および風速の平均装置：観測法が規定する10分間

平均の風向および風速を，1分毎に移動平均的に算出し

記録するものである．まず，風速については，風車発電

式風速計の出力を整流した後，瞬間風速記録計に送ると

同時に，その出力を，1ピットが風程93．75mに相当

、天気”13．4．
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するパルスに変換して循環記憶回路に送

る．この回路は，12組の計数器とリレー

群より成り，そのうち10組は，過去10分間

の毎分の積算パルスを記憶して保持してお

り，1組は現在1分のパルスを計数しつ・

あり，残り1組は次の1分間の計数に備え

てリセット状態で待機している．親時計か

らの1分毎の信号が送られると，10組の計

数器が直列につながり，10分間の積算パル

スが得られ，それをD／A変換して平均風

速記録計に送る．これを1分毎に循環的に

繰返すのである．このようにして，同一感

部からの風速の瞬間値と平均値が2台の記

録計に平行して記録される．

　風向の場合は，ベクトル計算を行う必要

があるので，第4図のようにセルシソ風向

計の出力を受けるサーボシソの軸に，三角

函数捲きのスライド抵抗器を直結し，N－S

成分（603θ）およびE－w成分（3i％θ）

に比例した電圧を発生せしめた上，両者の

各々について，風速移動平均の場合と全く

同様に，A／D変換，移動積算，D／A変換

を行うことによって，ΣsinθとΣoosθ

に比例した電圧をとり出すことができる．

その電圧をシソク・レゾルバーに与えて合

成風向を求める．サーボシソの回転（瞬間

風向）およびシソク・レゾルバーの回転

（平均風向）は，共に，気象庁規格の540。

方式（180。重複）のスライド抵抗器を経

て，瞬間風向記録計およぴ平均向風記録計

に伝えられる．なお，この装置について

は，さらに一歩す・めて風向出力に風速を

相乗した真のベルトル計算を行うよう改良

を目論んでいるが，若しこれが完成すれ

ば，観測点をとおる子午線又は緯度線を通

「一一一一r
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第4図　風向平均装置のブ・ックダイヤグラム
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しての，アウスタウシュの計算が，手軽に行える利点が

あり，　（極めて簡単な積算回路を附加するだけでよい）

研究者にとって大に有用なものとなろう．

　電子露点計による露点および相対湿度の観測

　南極における気象観測のなかで，湿度の正確な測定は

最も困難なもののひとつである．従来昭和基地で使用さ

れてきた乾湿球および毛髪湿度計の実用限界は，一25℃

程度までであり，それ以下の低温においては，測定誤差

1966年4月

第5図　電子露点計ブ・ックダイヤグラム

Block（iiagram　of　dew－point　detector

が大きくなり，ほとんど無意味に近いことになる．この

抜本的対策として，原理的に最も無難な露点鏡を用いて

露点を測定することとした．幸い熱電素子（サーモエレ

メソト）を利用した簡便な露点計が工業用として普及ざ

れつ㌧あるので，これを連続観測に適するよう改造し，

また，露点と霜点の判別に特殊の工夫をほどこして使用

することとした．電子露点計の原理は，第5図に示すと

おりである．すなわち，サーモエレメソトで冷却された

15
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　　　　Mirr・rSurfaceTemperature（Fr・st－P・intat－6・C）

　　　　　第6図蒸気圧曲線の決定
　Determination　of　vapour　pressure　curve

直経5mmの円板鏡に，外気を吸入して吹きつけ露また

は霜を結ばせる．一方，鏡にあてた光の反射をCdSで

受け，結露又は結霜によって鏡が曇れば，CdSの出力が

変化し，サーモエレメソトの極性が反転して鏡面を暖た

め，結露（霜）が消えると冷却に転ずるよう制御される．

このようにして鏡面は，ほず露（霜）点温度に保持され

るので，銅一コソスタソタン熱電堆によりその温度を測

定して露点温度記録計に伝える．

　こ』で問題になるのは，氷点下において鏡面の曇りが

露（過冷却水滴）によるものか，それとも霜によるもの

かの判別である．普通，氷点下数度までは，ほとんど過

冷却で，それ以下一20℃内外までの場合は，露であるこ

とも霜であることもあり不定であるため，水蒸気量を一一

義的に決定することができず，観測自動化の大ぎな障害

になるわけであるが，次のような方法でこの難点を解決

することができた．すなわち，なるべく高い温度で過冷

却を防止し，結霜を促がすため，鏡面をサソダーで粗化

した上沃化銀を真空蒸着させてみたのである．その結

果，一6℃を転移温度としてそれ以下ではほとんど過冷

却を起すことなく結霜することがたしかめられた．＊従

って，第6図のように，一6℃以上では過冷却水面に対

する飽和蒸気圧を，それ以下では飽和氷蒸気圧を以て，

鏡面温度に対応する蒸気圧の値とすることがでぎる．実

＊この実験は，守田が提案し，住友電工半導体研究

　室小出氏が，気象研究所小林寿太郎氏の助言を受

　けつつ実施した．

際には，その後の計算処理上の便宜のため，

霜点温度は，その温度における飽和氷蒸気圧

を，飽和水蒸気圧とする露点温度に換算して

使用する．そのため，記録計の目盛は，一6

℃以下において霜点と露点の二重目盛にし

てあり，記録計が内蔵する蒸気圧値発信用の

伝送スライドは，換算された露出温度と水蒸

気圧の関係をみたすように抵抗がまいてあ

る．また，一6℃における蒸気圧曲線（鏡面

温度に対する）の不連続を避けるため，一6

。C±1。Cの範囲を第6図実線のように平滑化

した．平滑化による誤差は，±0．1mb以下で

あり実用上無視できる．

　相対湿度は，気温記録器が内蔵する飽和蒸

気圧の対数値1∂gP吻砿の伝送スライド，お

よび露点記録器が内蔵する蒸気圧の対数値

lo9・Pの伝送スライドからの電圧信号の差

14

を，相対湿度記録計の入力として，
　　1㎎（孟σ劣）から相対湿度爺αズ×…

を記録させる．

　気圧平衡装置

　気圧は，ステーショソ型水銀気圧計の水銀管に電気抵

抗体を封入し，水銀柱頭の昇降に対応した電気抵抗の変

化により，電圧変化として記録計に伝える（上利式と呼

ばれる方式）もので，気圧計感部は恒温箱に入れてある

ので温度較正は不要であり，重力較正も附属抵抗の調節

によって行い，記録器には現地気圧そのものを記録させ

る．この方式では，水銀気圧計の実測に比べ精度がや風

低く，　±0．2mb程度である．しかしながら，昭和基地

で気圧の観測に際して起る最大の誤差は，風による建物

の吸出し効果にもとづく異常低下である．過去の観測記

録から調べると，風速10m／sにおいて0．3mb，20m／s

において1．Omb，30m／sにおいて2．3mbの低下がみとめ

られており，この影響を除去することが最も重要な問題

である．その方法として，清水逸郎氏の考案による気圧

平衡装置を採用することとした．装置は直径200mm，厚

さ8mmの円板の中央に静圧口をうがった簡単なもの

で，これを屋外に設置し，静圧口からみちびいたパイプ

の端を，気圧計感部の気密収容箱内に開口しておく．本

装置についての詳細および，風洞実験結果については，

清水氏の報告が本誌に投稿される予定であるのでこ兄こ

は省略する．

　気温観測用通風スクリーン

、天気”13．4．
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　　第7図　通風スクリーソ

　　　Ventilating　Screen

　南極のように風雪が強く，日射が斜め横からさすこと

が多く，雪面反射の強いところでは，いかなる構造の百

葉箱も役に立たぬことが多い．過去の昭和基地における

経験を参考として新たに考案されたのが，第7図のよう

な通風スクリーソである．その特徴は，胴体が2重構造

になっており，通風された空気が測温抵抗体にあたった

後，内壁の間をとおって排出されるようになっているこ

と，空気吸入口の断面積が，測温抗抵体近傍の断面積の

カーボン式ンオゾソゾソデのブ・ックダイヤグラム

Block　diagram　of　Carbon　method　Ozon－sonde

約15倍に拡げてあって，大きな雪片を自然落下により除

去するようになっていること，モーターの熱が感部に伝

わらぬよう，モーター部が熱的に遮断されていることな

どである．通風はAClOOVにより常時行ない，測温抵

抗体の近傍で約5m／sになるよう設計されている．

　オゾンゾンデ

　気象研究所高層物理研究室で開発されたカーボソ式，

および滴定式の2種類が使用される．

別　表

要
目

型
式

サス
1タ

ミ　1

気温用

特殊用

湿 度 計

気 圧 計

情　報　切　換

発 信 器

発信器電源

計測部増巾

レーウイソゾソデ

　RS皿一64

放射ゾソデ

RS皿一R64A

露点ゾソデ

RS　n－H62A

オ　ゾ　ソ　ゾ　ソ　デ

カーボソ式
RS　n－KC65 1

　滴　　定　式
　　RS豆一KT65

共 通

な　　し

カーボソ湿度計

放射受感膜温度
反射膜温度

露点鏡温度 反応管温度

な　　し

摺動式・5・接点1摺動式17接点，信号継続時間制限回路付

気圧計接点による1モーター，
カム等によるタイムプ・グラム

1滴定時

共通（“5794”により1680MC発信，“6C4”により20～200c／sで変調）

共通，B64型 特　殊

な　し 真空管式 トラソジスー式

1966年4月 15



142 南極昭和基地における気象観測プ・グラム測器について

　カーボソ式は，第8図のように，ポソプで吸引した空

気に含まれるオゾンを反応管内で電離した沃度カリ溶液

に通し，

　　　　　21一＋03＋H20－20H一＋12＋02

の反応により離された12は，白金電極でイオソ化され

てもとの沃度カリ電離液にもどる一方，20H『はカーボ

ン電極に電子を与える．その結果オゾソ1分子につき2

個の電子に相当した電子に相当した電流が流れるので，

これを増巾してテレメーターするものである．

　滴定式の原理は，反応液中のチオ硫酸ナトリウムと，

オゾンにより遊離される沃度との反応により，チオ硫酸

ナトリウムが消費されると溶液の電気伝導度が高まるこ

とを利用し，溶液の電導度を一定ならしめるよう制御し

つ・，チオ硫酸ナトリウムを滴下する．滴下時間間隔は

吸引大気中のオゾソ量に比例するので，それをテレメー

ターする．

　各種ゾンデー括表

　オゾソゾソデの他に，放射ゾソデと露点ゾソデも，昭

和基地において試験的に使用されているが，定常観測用

をも含めて各種ゾソデの機構を一括すると別表（前頁）

のとおりである．

　む　す　び

　南極観測気象部門のプ・グラムおよび各種測器の準備

は，気象庁観測部長吉武素二博士の御指導と御激励の下

に，観測部測器課，高層課，測候課の関係者が協力して

担当したものである．関係各位に感謝の意を表したい．

　また，気象研究所高層物理研究部（特に小林寿太郎氏）

測器研究部の御協力に対しても厚く御礼申上げる．

　電子露点計について，営利を無視して実験を担当され

た住友電工研究所の各位，および実用試験に協力を賜っ

た帯広測候所職員各位にも感謝を捧げる．
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米　国　便　り

　去る2月に渡米，現在UCLAの研究員として活躍さ
れている天気編集委員の片山昭氏からの米国便りの要旨

を紹介します．

　御承知の様に，ロスアンゼルスは季節変化のあまりな

いことで，私達のように季節変化の激しい日本からゆく

と，なんとなくしまった感じがせず，もの足りなくさえ

思います．この一ヵ月間に雨も半日ふっただけ，これで

は短期の天気予報などいらないのではないかと思いま

す．一二般の市民の天気への関心事は今日はスモッグがひ

どいかどうか，少し暖かいか涼しいとかいうところらし

いです．たしかにスモッグはひどく，少し風が弱いとも

うボーとかすみ，目がいたくなり，より敏感な人は鼻水

が出るようになります．最近は相当の郊外まで及んで

きています．大部分は自動車の排気ガスが原因です．

UCLAの気象関係では雲物理をやっていたNeiburge
がこの問題をやっています．

　私達のProlecτはSimulation　of910bal　climateと

略称されています．この内容の説明は長くなるのでかき

ませんが，これに関連して画白い計算が行なわれていま

すので一寸ふれておきます．Los　Angelesの郊外の

Santa　Monicaのランド研究所にLeovyがいます．彼

は光化学反応と放射過程をcombineした成層圏の研究

を昨年発表した人で関口さんにはなじみ深い名だと思い

ます．彼は現在，Mintz－Arakawaの大循環の数値実験

の計算方式をつかい火星の大循環の数値実験を企て最近

やっと計算をスタートさせました．（まだ6時間後の状

態までしか計算されていない）．水蒸気なし，海洋や山

がない．赤外放射の吸収体は炭酸ガスのみ，CO2の相変

化（condensationなど）を考慮する．はじめ大気に一様

な湿度（200◎K）を与えておいて出発していますが，日射

の少ない冬半球での冷却はすごいですね．1時間に100

です．CO2の赤外放射の吸収帯は14μ近辺にしか顕著

なものがないのでgreenhousee丘ectが弱いためで
す．まだ大規模な大気のcriculationが生じていません

が，計算がすすみ数十日後の状態がどうなるかは非常に

興味あることです．またSan　FransiscoのIBMの研究

所ではMintz－Arakawaのmode1をそのままつかい，
計算の際の　9rid　distance（格子間隔）をずっと小さく

とったらどうなるか，一果して台風が出現し，前線が記

述できるか一の計算をするための準備を行なっていま

す．大分画白くなってきたと思います．

　　　4月10日．　　　　　　　　（片山　　昭）

16 、天気”13．4．


